
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝 塚 市 

第３次宝塚市人権教育及び人権啓発基本方針 

人権尊重宣言都市 
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第３次基本方針改定の趣旨 

日本では、すべての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法のもとで、人権に関する様々な国内

諸制度の整備や条約の批准など、これまで人権に関する諸施策が講じられてきました。 

しかしながら、今なお、部落差別をはじめ様々な人権問題があり、近年ではインターネット上の人権侵害や

性暴力やハラスメント被害、ヤングケアラー1の問題、外国人などへのヘイトスピーチ 2、新型コロナウイルス感

染症による様々な偏見・差別、社会情勢が生み出す孤立・孤独の問題など、その内容は複雑化かつ多様化

しています。 

宝塚市（以下「市」という。）においても、このような人権問題の解決を図るため、平成３０年（2018 年）策

定の「第３次宝塚市人権教育及び人権啓発基本方針」（以下「第３次基本方針」という。）に基づき、様々な

取組を実施してきました。今後も市の「人権尊重都市宣言」の基本理念に基づき、引き続き人権課題の解決

に向けて積極的に取り組み、人権意識の更なる高揚を図る必要があります。 

今般、「第３次基本方針」策定以降 5 年が経過するにあたり、社会情勢の変化や法律などの施行や改正

等を踏まえ、「第３次基本方針」を改定し、人権に関する施策を総合的、計画的に推進します。 

【今回の主な見直し点】 

〇新たな人権課題への対応、市の各種計画等との整合 

〇課題と具体的施策の方向を追記 

〇重点施策の設定 

 

基本方針の位置付けと他計画との関係 

本方針は、平成 12 年（2000 年）施行の「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」第５条の人権

教育、啓発施策の策定及び実施についての地方公共団体の責務の規定に基づき、策定します。 

令和３年（2021 年）から１０年間の市民と市のまちづくりの方向性を定めた「第６次宝塚市総合計画 3」

のめざすまちの姿の一つである「すべての人の人権が尊重され、平和の下で、誰もがありのままに自分らしく

生きている」の実現のための、人権施策を総合的かつ計画的に推進していくための指針となります。 

他の関連計画などと整合を図り、人権に関する取組を総合的に推進する理念を明らかにし、他の関連計

画の取組を人権の視点で横断的につなぐ役割を果たします。 

 

 

                            
1 大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを日常的に行っている子ども。 
2 人種、民族、宗教、性別などのマイノリティ（少数者）を中傷し、憎しみや差別をあおる言動をいう。日本では 2000年代からインターネット上に差別

的な書込みが蔓延し、在日韓国・朝鮮人の人々を主なターゲットに、学校や居住地域に押しかけ、暴言を用いたデモや街宣活動を繰り返す団体が現

れ、生活保護受給者、被差別部落出身者なども標的にするなど、攻撃活動が全国的に広がり社会問題になった。 
3 総合的かつ、計画的にまちづくりを推進するための計画であり、市民と行政によるまちづくりの方向性を示している。また、本市が定める計画の最上

位に位置し、具体的な取組等を示す各分野別計画は総合計画に即するものとしている。 
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第３次基本方針策定後の現状と進捗管理 

（１）市民意識の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民アンケート調査報告書 4  

 

（２）行動計画の進捗管理 

第１次基本方針策定以降、毎年度「人権教育及び人権啓発行動計画」を策定し、それぞれの領域で法律

や市の課題に合わせて事業を組み替え、新たな人権課題の解消に向けた取組を追加するなど充実を図りま

す。今後は、行動計画の課題に加え、より成果を可視化するために令和５年度（202３年度）から指標を設定

し、行動していくこととします。 

 

人権尊重の理念 

人権とは、人間の尊厳に基づいた各人が持っている固有の権利であり、社会を構成するすべての人々が

個人としての生存と自由を確保し、社会において人間らしく幸福な生活を営むために欠かすことのできない

権利です。 

人権は、「一人ひとりの人間がかけがえのない存在である」ということを、自分だけでなく、他人と認め合っ

て、はじめて成立するものです。 

したがって、人権尊重の理念は、多様な生き方を認め合い、自分の人権のみならず、他人の人権について

                            
4 本市では、令和 3年度（2021年度）から第 6次宝塚市総合計画をスタートし、「わたしの舞台は たからづか」をスローガンに掲げ、「活動・活躍

できる場をつくり、暮らしを支え、まちを未来につなげていく」という想いのもと、市民と行政で共にまちづくりをすすめている。 

 市民アンケート調査報告書は、令和 3年（2021年）11月に実施したもので、第 6次宝塚市総合計画に関連して、市民の意識や、活動状況、本市

の取組に関する評価等の把握を行うことを目的に実施したもの。 

【図１ 日々の生活において、人権が尊重されていると思うか】 
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も正しく理解し、その権利の行使に伴う責任を自覚し、人権を相互に尊重し合う人権の共存の考え方でもあ

ります。 

このような考え方に基づき、市では「すべての人々の人権が尊重され、平和の下で、誰もがありのままに自

分らしく生きている」まちをめざします。 

 

人権教育、啓発の基本的あり方 

 人権教育、啓発においては、人権について正しく理解し、人権を尊重するために必要な価値観や態度を育

み、市民一人ひとりが日常生活の中で出会う様々な事象の中から、主体的に考え、学び、自らの課題として

人権課題の解決に向けた行動に移していくことが重要です。 

したがって、人権教育、啓発は学校、地域、家庭、職場、その他様々な場を通じて、多様な機会を設けて効果

的な手法により、定期的、継続的に実施します。 

①人権教育、啓発の推進        ⑤時、場所に応じた効果的な方法 

②関係機関との連携、協力  ⑥相談窓口の充実 

③関係団体などとのネットワークの構築 ⑦広報、啓発活動の推進 

④市民協働 

 

あらゆる場における人権教育、啓発の推進 

人権尊重社会を実現するため、市民一人ひとりが人権尊重の理念について正しく理解し、日常生活にお

いて人権尊重の意識がその態度や行動に表れる必要があります。そのために、幼児から高齢者まで幅広い

層を対象として、家庭、地域、学校、職場など社会のあらゆる場において、市民と市が協働し、様々な手法を

取り入れ、人権教育、啓発を進めます。 

①保育所、幼稚園、学校 

②家庭、地域、職場 

 

 

個別の人権問題に対する取組 

１．部落差別 

部落差別を解消するには、市民一人ひとりが、部落差別について自分の問題として、一層の理解を深め、

因習や偏見、世間体に縛られず、日常生活を人権の視点から見つめ直すことが必要です。 

部落差別を見聞きした際、適切に対応できる力を市民一人ひとりが獲得していくこと、そのような課題を相

談できる人権相談窓口の周知も必要です。学校教育を終えてからも職場や地域において人権教育、啓発の

場を提供し、部落差別を他人事ではなく自分の問題として捉え、より具体的な行動に結びつけられる学習を
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展開していきます。 

市は、引き続き「部落差別解消推進法」の理念を踏まえ、部落差別を重要な人権問題の柱とし、学校や家

庭、地域、関係機関が連携をとり、継続した人権教育、啓発に積極的に取り組みます。 

重点施策では、市民と行政の協働で教育、啓発、市職員に対する部落差別解消に向けた研修、交流学習

会を継続して実施します。また、匿名性と拡散性を特徴としたインターネット上での差別動画や書き込みに対

して、引き続きモニタリングを実施し、差別事象の早期発見、拡散防止に努め、削除要請を行います。 

①人権啓発活動の充実（重点施策）   ⑤「えせ同和行為」の排除 

②保育所、幼稚園、学校における取組の充実 ⑥本人通知制度 5の推進 

③人権文化センターの取組    ⑦モニタリング制度 6の推進（重点施策） 

④人権相談の充実      ⑧部落差別解消推進法の周知 
 

２．障碍
がい

のある人 

障碍
がい

のある人が合理的な配慮を受け、安心して暮らせるとともに、市民すべてが障碍
がい

のある人の権利や多

様性を尊重し、差別の解消を通じて相互の信頼が確立された住みよい社会の実現をめざします。 

市は、引き続き「障害者差別解消法」の理念を踏まえ、障碍
がい

のある人への差別を重要な人権問題の柱とし、

学校や家庭、地域、関係機関が連携をとり、継続した人権教育、啓発に積極的に取り組みます。 

重点施策では、障碍
がい

の特性に応じた合理的配慮 7 を理解し、実践するまちづくりの取り組みや「宝塚市手

話言語条例」の普及と認知度の向上に取り組みます。 

①権利擁護 8の推進     ⑤保健、医療の充実 

②自立生活の支援と社会参加の促進（重点施策） ⑥防災の推進と災害時支援の充実 

③教育の推進      ⑦社会的孤立にある人への支援 

④就労の促進      ⑧相談支援体制の強化 
 

３．女性 

今なお、男女の役割を固定的にとらえる意識などが根強く社会に残っていることがあり、女性が不利益を

受ける原因にもなっています。誰もがお互いの立場を尊重して、協力し合えるよう、この問題についての関心

と理解を深めていくことが必要です。 

                            
5 本人などの代理人や第三者に住民票の写しや戸籍謄抄本などの証明書を交付した場合に、事前に登録された方に対して、証明書を交付した事

実を通知する制度。この制度は、結婚差別や就職差別につながる不正な身元調査に使用するために戸籍謄抄本を取得した場合に、不正取得が発

覚しやすくなることにより不正請求を抑止し、人権擁護につながることを目的としている。 
６  人権にかかわる分野において、インターネット掲示板などに書き込まれている書き込みに対し、悪質な差別書き込みが書かれていないか確認し、重

大な人権侵害にあたる書込みや差別を助長するような書き込みについて、プロバイダなどに対し削除要請する制度をいう。 
7 障碍(がい)のある人が日常生活や社会生活で受ける様々な制限の原因となる社会的障壁を取り除くために、障碍(がい)のある人に対して個別の

状況に応じて行われる配慮のこと。 
8 自分の権利や意思をうまく表現できない、不利益に気づかない人に代わって、本人の権利を護ること。福祉分野においては、サービスの利用援助

や苦情、不服の代行を行い、自己決定のもとで自分らしく暮らし続けることを支援することを意味する。 

施策 

施策 
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市は、第２次宝塚市男女共同参画プランにおいて、「社会のあらゆる分野に、男女が共に参画する機会が

保障されるまち」「すべての人が性別に捉われず、自分らしく生き生きと暮らせるまち」「各々の個性と能力を

十分に発揮し、男女が共に責任を分かちあえるまち」「性の多様性が尊重されるまち」を基本理念とし、男女

共同参画社会をめざして施策を推進します。 

重点施策では、女性も男性も多様な生き方が選択できるよう、働き方の見直しのための取組や、子育て、

介護の支援などの充実により、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス 9）が実現する社会をめざします。 

①男女共同参画社会実現のための教育、学習、啓発の推進 

②女性への暴力の根絶とあらゆる人の人権の尊重 

③仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進（重点施策） 

④男女共同参画社会実現のための総合的推進 

 

４．高齢者 

高齢者に対しての介護施設や家庭等における身体的・心理的虐待、高齢者の家族等による無断の財産

処分（経済的虐待）などの人権問題が発生しています。高齢者がいきいきと暮らせる社会にするため、認知

症への理解も含めて、この問題についての関心と理解を深めていくことが必要です。 

市は、「宝塚市地域福祉計画（第３期）」においての「すべての人が互いに認め合い、支え合い、共に輝き

つづける 安心と活力のまち 宝塚」、「宝塚市地域包括ケア推進プラン（宝塚市高齢者福祉計画・第８期宝

塚市介護保険事業計画）」においての「健康で、安心して自分らしくいきいきと暮らし続けられるまち宝塚」を

基本理念とし、施策を推進します。 

重点施策では、認知症の人とその家族を支える資源の充実、認知症サポーターの活動の場の拡大、地域

の支援機関や地域住民との協働による地域づくりなど、認知症地域支援推進員を中心に認知症の人と家

族への支援の充実を図り、また若年性認知症の人への施策を推進します。 

①高齢者の権利擁護と虐待防止  ④福祉のまちづくりの推進 

②認知症施策の推進（重点施策） ⑤エイジフレンドリーシティ 10の推進 

③社会参加といきがいづくりの促進 ⑥保育所、幼稚園、学校における人権教育の充実 

  

                            
9 誰もが、仕事、家庭生活、地域活動、個人の自己啓発など、様々な活動を自分の希望するバランスで実現できる状態のことをいう。職場における育

児休業、介護休業などの取得の促進、これらを取得しやすい職場の雰囲気づくりなどが求められる。ワーク・ライフ・バランスの実現が、多様な働き方、

生き方を選択できる社会の実現につながるもの。 
10 世界的な高齢化と都市化に対応するため、平成 19年（2007年）、世界保健機関（ＷＨＯ）が提唱した考え方であり、ソフト・ハード両面で、高齢

者にやさしい都市を推進しようとするもの。 

施策 

施策 
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５．子ども 

子どもは基本的人権を有する権利の主体であることを社会全体で認識し、子どもをあらゆる差別や虐待、

搾取から守る体制を築く必要があります。また、子ども一人ひとりが人権の意義やその重要性について正しく

理解するとともに、自分が権利の主体であるということを認識し、様々な体験活動や交流を通して、人権を尊

重し、自分の大切さ、他の人の大切さを認めることが重要です。 

個性や他者との違いが認められ、あらゆる形の差別や暴力を受けないなど、一人の人間として尊重され、

いきいきと成長していくことが大切にされなければなりません。 

市は、「たからっ子「育み」プラン（後期計画）」においての「子どもを育むことが未来を育む 「育む」こと

が楽しくなるまちへ」を基本理念、「第 2 次宝塚市教育振興基本計画」においての「自分を大切に 人を大

切に ふるさと宝塚を大切にする人づくり」を基本目標とし、施策を推進します。   

重点施策では、児童虐待防止において、関係機関によるネットワークを通じて、発生予防から早期発見、早

期対応、保護、支援、アフターケア、に至るまで、切れ目のない総合支援に努め、児童虐待防止に関する啓発

や相談窓口の周知を行います。 

①児童虐待防止（重点施策）  ⑦人権教育の充実と推進 

②いじめ防止    ⑧子どもの社会参加の促進 

③体罰根絶のための方策   ⑨家庭や地域の子育て力・教育力の向上 

④非行防止、健全育成活動の充実 ⑩子どもの貧困対策 

⑤不登校児童生徒への支援  ⑪子どもの人権擁護の推進 

⑥特別支援教育の充実 

 

６．外国人 

多様な主体が互いに連携し、支え合う共生社会を実現するため、文化等の多様性を認め、言語、宗教、生

活習慣等の違いを正しく理解し、これらを尊重することが重要です。外国人は、地域のコミュニティの一員で

あり、支援の担い手であるので、外国人に対する理解を深め、偏見や差別解消に向けた取組を推進します。 

市は、多文化共生 11や相互理解を進めるため、「国内外の人々との文化交流が広がるとともに、異文化を

認め合い、共に生きる多文化共生社会の形成が進んでいる」をめざすまちの姿として、取り組んでいきます。 

重点施策では、市民一人ひとりがヘイトスピーチについて課題を共有し、憎しみや差別をあおる言動に対

して、差別は許されないという基本的な姿勢を堅持することができるよう教育、啓発を推進します。 

①外国人が暮らしやすい差別のない地域社会の実現 

②出会いと交流の場づくり  ⑤社会参加の促進 

③多文化共生教育の推進   ⑥相談体制の充実 

④多様な学習機会の提供   ⑦ヘイトスピーチに対する取組（重点施策） 

                            
11 国籍等の異なる人々が、互いの文化的差異を認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと。 

施策 

施策 
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７．インターネットによる人権問題 

個人の名誉やプライバシー、インターネットを利用する際のルールやマナーに関する正しい理解を深めてい

くことが重要です。 

今後、情報化がさらに進む中、情報の収集、発信における個人の責任や情報モラルについて、理解するた

めの教育や啓発の充実を図る必要があります。加えて、利用者の心に潜む偏見や差別意識の払拭と偏見や

差別意識を生じさせない啓発と教育も必要です。また、人権侵害にあった場合のプロバイダへの削除要請な

どの対処方法や相談窓口についても周知が必要です。 

重点施策では、すべての子どもが、インターネット使用に関して、目的を持って、自ら選択し、判断する力を

身に付けるためのメディアリテラシー12教育を進め、指導に当たる教職員にも子どもを巻き込んだ悪質なネッ

ト犯罪等に関する研修を開催し、啓発に努めます。 

 ①情報モラル、情報活用能力の育成 ③トラブル対処の方法や相談窓口の周知 

②学校での取組（重点施策）  ④モニタリング制度の推進 

 

８．性的マイノリティ 

性的指向は、様々であることを認識し、理解を深めることにより、性自認や性的指向を理由とする偏見や差

別をなくし、すべての人がお互いの権利を尊重し、支え合うことが必要です。 

市は、「第 6 次宝塚市総合計画」のめざすまちの姿として、「すべての人の人権が尊重され、平和の下で、

誰もがありのままに自分らしく生きている」を掲げ、学校や家庭、地域、関係機関が連携をして、性的マイノリ

ティの教育、啓発に取り組んでいきます。 

重点施策では、市民一人ひとり、事業者、医療・福祉関係者、市職員など、対象を絞り込み、きめ細かな網

羅的な啓発に取り組み、性的マイノリティについての理解者の意思表示として、レインボーステッカーやレイン

ボーバッジを市内事業者等で活用して、理解や関心が深まるように進めていきます。 

①市民の理解促進と自分らしい生活の実現（重点施策）  ③相談窓口の充実 

②保育所、幼稚園、学校における取組    ④パートナーシップ制度の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
12 メディア情報を視聴者や読者が無批判に受け入れるのではなく、主体的かつ客観的に解釈、選択し、使いこなす能力や、メディアを適切に選択し、

発信する能力のこと。 

施策 

施策 
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９．様々な人権問題 

 （１）犯罪被害者等  

 （２）感染症患者等  

【ＨＩＶ13陽性者等】   【ハンセン病患者、元患者等】 

  【新型コロナウイルス感染症】  【難病患者等】 

 （３）刑を終えて出所した人 

 （４）アイヌの人々 

 （５）朝鮮民主主義人民共和国によって拉致された被害者等の人権 

 （６）災害と人権 

 （７）自死に関する人権問題 

 （８）その他 

上記以外の人権問題、今後さらに生じる人権問題についても、その解決のための教育、啓発活動に取り組

みます。 

 

 

効果的な推進体制 

人権教育、啓発の推進にあたっては、これまでの市の取組や今日の人権をめぐる状況などを踏まえ、様々

な人権課題の解決に向けて、効果的に取り組んでいくため、体制の充実を図ります。 

①全庁的な推進体制   ⑥相談窓口の充実 

②行動計画の策定と進捗管理  ⑦広報、啓発活動の推進 

③関係機関などとの連携、協力  ⑧人権文化センター事業の推進 

④関係団体などとのネットワークの構築 ⑨ＳＤＧｓとの一体的推進 

⑤参画、協働の推進    ⑩基本方針の見直し 

  

                            
13 ヒト免疫不全ウイルス（human immunodeficiency virus）、通称エイズウイルスのことをいう。HIVによって引き起こされる免疫不全症候群のこ

とを特にエイズ（AIDS）と呼んでいる。 
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